
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
に
注
目
し
、
武
将

に
ま
つ
わ
る
武
器
・
武
具
を
展
示
す
る

特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

仮
想
の
世
界
と
現
実
の
歴
史
を
つ
な

ぐ
特
別
展
示
で
す
。『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ａ
』
の
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
と
は

　
（
株
）
カ
プ
コ
ン
が
２
０
０
５
年
に

発
売
し
た
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
（
シ
リ
ー
ズ

で
７
作
発
表
）
を
発
端
と
し
、
Ｔ
Ｖ
ア

ニ
メ
、
劇
場
版
、
舞
台
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ラ
ジ

オ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
複
合

的
に
展
開
し
、
若
者
の
間
で
支
持
を
得

て
い
る
作
品
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
た
ち
に

大
胆
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
に
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
独

自
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
独
特
な
せ
り
ふ
や

演
出
に
よ
り
、
独
自
の
世
界
観
を
展
開

し
て
お
り
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
に
よ
り
歴
史
好
き
の
女
性

が
急
増
し
た
と
も
い
わ
れ
、
社
会
現
象

と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

展
示
品
紹
介

　
『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
に
登
場
す

る
武
将
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
う

ち
、
今
回
の
特
別
展
で
紹
介
す
る
の
は

代
表
的
な
23
人
で
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、
武
器
・
武
具
を

展
示
し
ま
す
。
次
に
紹
介
す
る
の
は
、

そ
の
一
部
で
す
。

　

・
伊
達
政
宗
関
連
…
太
刀
、
刀
、
脇
指
、

　

土ど
ひ
ょ
う俵

空う
つ
ぼ穂

（
矢
を
納
め
る
筒
）

　

・
真
田
幸
村
関
連
…
刀

　

・
徳
川
家
康
関
連
…
太
刀
、
鉄
砲
、
刀

　

・
石
田
三
成
関
連
…
刀

　

・
長
宗
我
部
元
親
関
連
…
兜
か
ぶ
と

　

・
豊
臣
秀
吉
関
連
…
野の
だ
て点
茶
道
具

　

・
島
津
義
弘
関
連
…
太
刀
、
大

お
お
よ
ろ
い

鎧
、
火
縄
銃

　

・
黒
田
官
兵
衛
関
連
…
大
筒
（
大
口
径

　

の
火
縄
銃
）、
馬う

ま
じ
る
し印、
兜

　

・
本
多
忠
勝
関
連
…
短
刀
、
兜

　

・
前
田
家
関
連
…
短
刀
二
口

　

・
雑
賀
孫
市
関
連
…
二
連
式
銃
、
兜

23
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
等
身
大
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
記
念
写
真
な

ど
を
自
由
に
撮
影
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

９
月
４
日
（
日
）
ま
で

※
期
間
中
は
無
休
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
入
館
料　

　

・
大
人
５
０
０
（
４
０
０
）
円

　

・
高･

大
学
生
３
０
０
（
２
５
０
）
円

　

・
中
学
生
以
下
無
料

※（ 

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

　

~osa-token/

　

・
ゲ
ー
ム
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
全
日
）

※
要
予
約
、
先
着
順
の
も
の
が
あ
り
ま

　

す
。
日
時
、参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

見
ど
こ
ろ
紹
介

　

日
本
刀
だ
け
で
な
く
、
火
縄
銃
や

弓
矢
、
兜
や
大
鎧
、
女
性
用
腹
巻
、

南な
ん
ば
ん
ぐ
ら

蛮
鞍
な
ど
の
南
蛮
馬
具
一
式
、馬
印
、

首く
び
お
け桶
な
ど
、
今
ま
で
当
館
で
は
展
示
し

た
こ
と
が
な
い
も
の
を
多
数
展
示
し
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
が
武
家
に
代
々
受
け
継

が
れ
た
と
さ
れ
る
伝
来
品
で
あ
り
、
見

応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
の

 

体
験
型
イ
ベ
ン
ト

　

特
別
展
の
期
間
中
、
木
・
土
・
日
曜

日
に
は
次
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

・
日
本
刀
手
入
れ
講
習
会

　

・
戦
国
武
将
銘
切
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　

・
甲
冑
着
付
体
験
＆
撮
影
会

　

・
刀
バ
ラ
バ
ラ
体
験
教
室

　

・
戦
国
武
将
小
柄
小
刀
作
成

　

・
刀
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
！

　

・
古
式
鍛
錬
公
開
・
体
験

　

・
め
で
た
い
組
紐
を
つ
く
ろ
う
！

　

・
戦
国
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
作
り

　
　

・
戦
国
勝
ち
袋
（
匂
袋
）
を
つ
く
ろ
う
！

　

・
日
本
刀
鑑
賞
初
級
者
講
座

　

・
戦
国
や
き
も
の
絵
付
け
道
場
（
全
日
）

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、
９

月
４
日
（
日
）
ま
で
特
別
展
『
戦
国

Ｂバ

サ

ラ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
Ｈヒ

ー

ロ

ー

Ｅ
Ｒ
Ｏ
武
器
・
武

具
列
伝
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
美
術
館
、
博
物
館

な
ど
で
文
化
遺
産
と
現
代
文
化
（
漫
画

や
ア
ニ
メ
な
ど
）
を
融
合
し
た
特
別
展

示
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、
戦
国

時
代
の
武
将
が
数
多
く
登
場
す
る
『
戦△鉄錆地七枚張雑賀兜

　
　

戦
国
武
将
の

　

       

熱
い
息
吹
が
聞
こ
え
て
く
る

　
　

特
別
展
『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
武
器
・
武
具
列
伝 

開
催
中

同時期開催同時期開催

『戦国ＢＡＳＡＲＡ』『戦国ＢＡＳＡＲＡ』
イラスト展イラスト展

　備前長船刀剣博物館の特別展に　備前長船刀剣博物館の特別展に
合わせて、瀬戸内市立美術館では合わせて、瀬戸内市立美術館では
『戦国ＢＡＳＡＲＡ』イラスト展『戦国ＢＡＳＡＲＡ』イラスト展
～バサラの世界～を開催します。～バサラの世界～を開催します。
　『戦国BASARA』シリーズのキャ　『戦国BASARA』シリーズのキャ
ラクターデザイン土林誠氏のイララクターデザイン土林誠氏のイラ
ストを展示します。ストを展示します。
　画集を発売するなどしている人　画集を発売するなどしている人
気デザイナーの独特なタッチで描気デザイナーの独特なタッチで描
かれた、一味違った『戦国ＢＡＳかれた、一味違った『戦国ＢＡＳ
ＡＲＡ』の世界をご覧ください。ＡＲＡ』の世界をご覧ください。
※展示するイラストは発表済みの※展示するイラストは発表済みの
     ものです。     ものです。　 　 

▽▽期間　期間　
　　８月６日（土）～９月４日（日）８月６日（土）～９月４日（日）
※休館日は毎週月曜日です。※休館日は毎週月曜日です。

▽▽開館時間　開館時間　午前９時～午後５時午前９時～午後５時

▽▽会場　会場　瀬戸内市立美術館瀬戸内市立美術館

▽▽入場料　入場料　無料無料
■問い合わせ先■問い合わせ先
　瀬戸内市立美術館　瀬戸内市立美術館
　瀬戸内市牛窓町牛窓４９１１　  　瀬戸内市牛窓町牛窓４９１１　  
      ☎０８６９  -  ３４  -  ３１３０      ☎０８６９  -  ３４  -  ３１３０

△土俵空穂 △林心流八十匁大筒 △南蛮鞍

△

重
要
美
術
品　

刀　

金
象
嵌
銘　

正
家

cCAPC
OM CO

., LTD.
 ALL R

IGHTS
 RESER

VED.

cCAPC
OM CO

, LTD
ALL RI

GHTS
RESER

VED.

パ
ネ
パ
ネ
パパ

なな
真
な
真
なcCAPCOM CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED.

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり
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急
速
に
進
む
高
齢
化
、
医
療
技

術
の
進
歩
、
市
民
意
識
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
い
っ
た
環
境
の

変
化
に
迅
速
、
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
民
病
院
の

改
革
を
行
っ
て
お
り
、
新
病
院
建

設
と
地
方
独
立
行
政
法
人
化
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
民
病
院
の
現
状
と
課
題

　

現
在
、市
民
病
院
で
は
、内
科・

外
科
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
皮

膚
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
麻
酔
科

の
９
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
は
、
昭
和
46
年
度

の
建
築
で
、
耐
震
補
強
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ペ
ー

ス
的
な
制
約
が
あ
り
、
最
新
の
大

型
機
器
の
導
入
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

求
め
ら
れ
る
病
院
像

　　

平
成
21
年
11
月
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
し
た

人
の
半
数
が
現
状
か
そ
れ
以
上
の

診
療
機
能
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は

「
税
金
か
ら
の
負
担
を
増
や
し
て

で
も
建
て
替
え
る
べ
き
」
と
の
意

見
が
「
建
て
替
え
を
し
な
い
」
と

の
意
見
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
な
ど
の
市
民

の
た
め
に
不
可
欠
な
医
療
（
政
策

医
療
）
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ

と
が
公
立
病
院
に
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　

市
民
病
院
の
こ
れ
か
ら

　　

市
で
は
、「
保
健
・
医
療
・
福

祉
」
が
連
携
し
て
市
民
を
支
援
す

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
枠
組
み

の
中
で
、
市
民
病
院
を
「
医
療
」

の
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
と
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
科
目
は
現
在
設
置
し
て
い

る
９
科
で
、
小
児
科
に
つ
い
て
は

毎
日
の
診
療
が
可
能
な
体
制
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
病
院
の
建
設
は
、
平
成
25
年

度
の
着
手
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
病
院
の
建
設
着
手
ま

で
に
、
地
方
独
立
行
政
法
人
に
よ

る
運
営
に
改
め
ま
す（
下
図
参
照
）。

※
地
方
独
立
行
政
法
人
と
は
、
地

　

方
自
治
体
が
直
接
実
施
す
る
必

　

要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、
民
間

　

の
主
体
に
委
ね
た
場
合
、
実
施

　

さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
事
業

　

な
ど
を
効
率
的
に
行
わ
せ
る
た

　

め
に
地
方
自
治
体
が
出
資
し
設

　

立
す
る
法
人
の
こ
と
で
す
。

　
　
　

地
方
独
立
行
政
法
人
に
よ
る
運
営

　
　
運
営
主
体
が
地
方
独
立
行
政
法

人
に
な
る
と
、
市
民
病
院
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
変
わ
る
こ
と
】

　

経
営
責
任
者
は
病
院
事
業
管
理

者
か
ら
理
事
長
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
は
地
方
公
務
員
か
ら
法

人
の
職
員
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
公
設
公
営
で
の
運
営
に

比
べ
る
と
、
組
織
、
職
員
定
数
、

予
算
な
ど
に
つ
い
て
制
約
が
緩
や

か
で
あ
る
た
め
、
自
主
的
か
つ
弾

力
的
な
経
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
変
わ
ら
な
い
こ
と
】

　

市
民
病
院
は
公
立
病
院
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
救

急
医
療
や
感
染
症
医
療
な
ど
の
政

策
医
療
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
に
提
供
し
ま
す
。

市民病院のいまとこれから
新病院建設と地方独立行政法人化

市長等の政治倫理基準
　・品位と名誉を損なう行為を慎み、不正の疑惑を持
　たれる行為をしない。
　・人格と倫理の向上に努め、地位を利用して金品を
　受け取らない。
　・市が行う許可、認可、補助金の決定、契約などに
　関し、特定の個人または法人などのために有利な
　取り計らいをしない。
　・市職員の公正な職務の遂行を妨げ、またはその職
　権を不正に行使するよう働きかけない。
　・市職員の採用に関し、推薦または紹介をしない。
　・政治活動に関し、企業、団体などから寄附を受け  
　ないものとし、後援団体についても政治的または
　道義的批判を受けるおそれのある寄附などを受け
　ない。

守るべき倫理と果たすべき責務

　市長、副市長、教育長及び病院事業管理者（以下、市長等といいます）、市議会議員、市役所職員
が守るべき倫理とはどういったものなのでしょうか。
　そして、市民の皆さんが気をつけるべきことは何でしょうか。
　市長等が守るべき政治倫理の基準などを定めた瀬戸内市長等政治倫理条例と市職員が守るべき職
務に係る倫理原則と行動基準などを定めた瀬戸内市職員倫理条例が、６月 27 日に施行されました。
　また、平成 20 年 12 月 26 日には、議員が守るべき政治倫理の基準などを定めた瀬戸内市議会議
員政治倫理条例が施行されています。
　これらの条例では市民の責務や権利なども定められています。
　それぞれの立場で求められる倫理や責務を自覚し行動することが、公正で民主的な瀬戸内市政の
発展につながります。

市職員の倫理原則と行動基準
　・職務上知り得た情報について市民の一部に対して
　のみ有利な取扱いをするなど市民に対し不当な差
　別的取扱いをしてはならず、公正な職務の執行に
　当たらなければならない。
　・職務および地位を私的利益のために用いてはなら
　ない。
　・権限の行使に当たっては、対象となる者からの贈
　与などを受けることなどの市民の疑惑や不信を招
　く行為をしてはならない。
　・公共の利益の増進を目指し、全力を挙げてこれに
　取り組まなければならない。
　・勤務時間外においても、自らの行動が公務の信用
　に影響を与えることを認識して行動しなければな
　らない。

市民の責務
　・主権者として市政を担い、公共の利益を実現する
　責任を負う自覚を持ち、市長等、議員に対して、
　その権限または地位による影響力を不正に行使さ
　せるような働きかけを行ってはならない。
　・市政の運営に関心を払い、公正かつ適正な手続に
　よる行政運営の確保に積極的な役割を果たすよう
　努める。
　・職員に対し公正な職務の遂行を損なうおそれのあ
　る行為を求め、および社会常識を逸脱した手段に
　より要求の実現を図る行為をしてはならない。

市民の審査請求権
　市長等が政治倫理基準に違反した疑いがあるとき
は市長に対して、また、議員が政治倫理基準に違反
した疑いがあるときは議長に対して、これを証する
資料を添えて、有権者１００人以上の連署をもって、
その審査を請求することができます。

16年 11 月 18 年 4月 19 年 4月 20 年 4月 建設着手
までに 25 年度

新市民病院

   市民病院のいままでとこれから
27 年 4 月予定

牛窓診療所
（無床）

瀬戸内市長等政治倫理条例と瀬戸内市職員倫理条例が施行されました

瀬
戸
内
市
誕
生

邑久町立病院
（80 床）

町立牛窓病院
（82 床）

病
院
事
業
管
理
者
設
置

本
院
・
分
院
制
導
入

邑久病院
（80 床）

牛窓病院
（82 床）

病
院
機
能
集
約

市民病院
（80 床）

牛窓分院
（82 床）

地
方
独
立
行
政
法
人
化

市民病院
（110 床）

牛窓診療所
（無床）

新
市
民
病
院
建
設
着
手



　

瀬
戸
内
市
で
は
、
市
民
一
人
一
人
の

幸
せ
を
最
優
先
に
考
え
、
行
動
し
、
市

民
と
共
に
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
情
熱
あ
ふ
れ
る
人
を

広
く
募
集
し
ま
す
。卒
業
見
込
み
の
人
、

既
に
卒
業
し
た
人
、
現
在
民
間
企
業
な

ど
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
般
事
務
職

▽
受
験
資
格

①
大
学
、
短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校

　

を
含
む
）、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

　

人
か
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

卒
業
見
込
み
の
人

　

・
大
学
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　

・
短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
） 

　

卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　

・
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

   

市
職
員

　

い
て
、
自
力
通
勤
お
よ
び
介
護
者
な

　

し
で
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
。

　

ま
た
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お

　

よ
び
口
頭
に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き

　

る
人

　

・
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

　

の
学
歴
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
24       

　

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

　

み
の
人

▽
採
用
予
定
人
数　

い
ず
れ
も
若
干
名

▽
採
用
年
月
日　

　

平
成
24
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

　

・
１
次
試
験

　

９
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

瀬
戸
内
市
役
所
２
階
大
会
議
室

　

・
２
次
試
験

　

10
月
23
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

　

８
月
１
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
19
日 

（
金
）

　

必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　

　

・
市
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
で

　

交
付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
市
役
所
職
員
採
用
受
験
願
書

　

請
求　

一
般
事
務
職
希
望
」
と
、
朱

   

書
き
し
、
宛
名
明
記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ

   

で
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
送

   

用
封
筒
を
同
封
し
て
、
総
務
課
へ
送

   

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

総
務
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/         

　

life/support07_1.htm
l

消
防
職

▽
受
験
資
格　
　

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
（
卒
業
見
込
み

含
む
）
の
学
歴
を
有
す
る
人

▽
採
用
予
定
人
数　

１
名
程
度

▽
採
用
年
月
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
お
よ
び
場
所　

　

・
１
次
試
験

　

10
月
16
日
（
日
）　 

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部

　

・
２
次
試
験

　

11
月
中
旬　

※
日
時
・
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

　

８
月
29
日
（
月
）
〜
９
月
16
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
16
日
（
金
）

　

必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　
　

　

・
消
防
本
部
指
定
の
受
験
申
込
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
、 

　

消
防
本
部
総
務
課
、
牛
窓
分
駐
所
、

　

長
船
分
駐
所
で
交
付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
消
防
職
員
採
用
試
験
受
験
申

　

込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
名
明

　

記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
１
２
０
円
切
手

　

を
貼
付
し
た
返
送
用
封
筒
を
同
封
し

　

て
、
消
防
本
部
総
務
課
へ
送
付
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

・
健
康
診
断
書

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部
総
務
課

　

〒
７
０
１-

４
２
１
４

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
本
庄
１
７
９
５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-
２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

　

okayam
a/

受験種目 対象者 受付期間 試験日

自衛官候補生
男子 18歳以上 27 歳未満 ８月１日（月）～９月９日（金） ※９月 17 日（土）～ 21 日（水）

女子 18歳以上 27 歳未満 ８月１日（月）～９月９日（金） ※９月 25 日（日）～ 28 日（水）

一般曹候補生 18歳以上 27 歳未満 ８月１日（月）～９月９日（金）  ９月 17 日（土）

航空学生 21歳未満高卒（見込含） ８月１日（月）～９月９日（金）  ９月 23 日（金）

看護学生 24歳未満高卒（見込含）９月５日（月）～９月 30 日（金） 10 月 22 日（土）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

　

☎
０
８
２-

２
５
１-

５
１
１
１

　

玉
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
８
６
３-

３
１-

３
４
２
３

自
衛
官
な
ど

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
各
種
自

衛
官
な
ど
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　

①
自
衛
官
候
補
生

　

自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
事
項

の
教
育
訓
練
を
受
け
、
３
カ
月
後
に
２

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

　

②
一
般
曹
候
補
生

　

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
部
隊

勤
務
を
通
じ
て
曹
の
自
衛
官
を
養
成
し

ま
す
。

　

③
航
空
学
生

　

海
上
自
衛
隊
と
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
し
ま
す
。

　

④
看
護
学
生

　

看
護
師
の
教
育
を
受
け
、
国
家
資
格

取
得
後
、
二
等
陸
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

※
入
隊
は
平
成
24
年
３
月
下
旬
〜
４
月

　

上
旬
の
予
定
で
す
。

※
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
３
４

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/       

　

~fire/index.htm
l  

　
海
上
保
安
大
学
校
学
生

　

人
事
院
・
海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成

23
年
度
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

海
上
保
安
大
学
校
本
科
を
卒
業
し
、

専
攻
科
を
修
了
す
る
と
海
上
保
安
庁
の

初
級
幹
部
と
し
て
巡
視
船
等
に
乗
り
組

み
、
海
上
保
安
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
と
適
性
に
よ
り
、
航
空

機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
教
育
を
受

け
た
後
、
航
空
要
員
と
し
て
海
上
保
安

業
務
に
従
事
し
ま
す
。

▽
試
験
種
別　

海
上
保
安
大
学
校

▽
受
験
資
格

　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人
な
ど

▽
受
付
期
間

　

８
月
25
日
（
木
）
〜
９
月
６
日
（
火
）

▽
第
１
次
試
験

　

10
月
29
日
（
土
）
〜
10
月
30
日
（
日
）

※試験日の間の指定する日

   

国
家
公
務
員
な
ど



児童扶養手当
などを紹介

　

児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
が

離
婚
す
る
な
ど
し
た
児
童
を
養

育
す
る
人
に
対
し
て
支
給
す
る

手
当
で
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
障

害
の
あ
る
児
童
を
養
育
す
る
人

な
ど
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

　

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

届出は期間内に提出を

手当名 児童扶養手当 特別児童扶養手当 特別障害者手当 障害児福祉手当 経過的福祉手当

届出期間 8月 1日（月）～ 8月 31 日（水）
8月 11 日（木）

～ 9月 9日（金）

8月 11 日（木）

～ 9月 9日（金）

8月 11 日（木）

～ 9月 9日（金）

8月 11 日（木）

～ 9月 9日（金）

対象者

次のいずれかに該当する児童を養育している
母、父、養育者
・父母が婚姻を解消(離婚)した児童
・父または母が一定の障害の状態にある児童
・父または母の生死が明らかでない児童
・父または母に引き続き１年以上遺棄されて
　いる児童
・父または母が法令により引き続き１年以上
　拘禁されている児童
・父または母が死亡した児童
・母が婚姻によらない(未婚)で出産した児童

20歳未満の精神か身体に
障害がある児童を家庭で
監護している父母か、養
育している養育者

20歳以上で、重度の障害
を重複して有する人、こ
れに準ずる程度の障害を
有する人

20歳未満で、重度の障害
が１つ以上ある人

※現在、新規認定はあり
　ません。

対象外に

なるとき

・公的年金(遺族年金や障害年金)などを
　受給しているとき

・児童が児童入所施設、社
　会福祉入所施設などに入
　所しているとき
・児童が障害を支給事由と
　する年金を受けることが
　できるとき

・障害者が社会福祉入所施設
　などに入所しているとき
・障害者が病院・診療所に
　継続して３カ月を越えて
　入院するに至ったとき

・障害児が児童入所施設・
　社会福祉入所施設などに
　入所しているとき
・障害児が障害を支給事由
　とする年金を受けること
　ができるとき

・障害者が障害を支給事由
　とする年金を受けること
　ができるとき
・障害者が社会福祉入所施設
　などに入所しているとき

支給額

月額

以後児童が１人増すごとに3,000円加算さ
れます。
※申請者本人、同居の扶養義務者の前年
　所得により、手当額が異なったり、全
　額停止になったりする支給制限があり
　ます。

１級（重度）月額50,550円
２級（中度）月額33,670円

月額　26,340円
※障害者本人、障害者を
　扶養する人などの前年
　所得による支給制限が
　あります。

月額　14,330円
※障害児本人、障害児を
　扶養する人などの前年
　所得による支給制限が
　あります。

月額　14,330円
※障害者本人、障害者を
　扶養する人などの前年
　所得による支給制限が
　あります。

支払時期

請求した日の属する月の翌月分から支給します。毎年4・8・12月の3回に
分けて、それぞれの月の前月までの4カ月分をまとめて振り込みます。

請求した日の属する月の翌月分から支給します。毎年2・
5・8・11月の4回に分けて、それぞれの月の前月までの
3カ月分をまとめて振り込みます。

毎年2・5・8・11月の4回
に分けて、それぞれの月の
前月までの3カ月分をまと
めて振り込みます。

問い合
わせ先

子育て支援課
☎０８６９-２６-５９４７

福祉課
☎０８６９-２６-５９４３

児童数 全部支給 一部支給

１人  41,550円 41,540～9,810円

２人  46,550円 46,540～14,810円

福
祉
手
当
は
、
障
害
の
あ
る
人

本
人
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

　

各
手
当
の
詳
細
は
、
下
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
お
ら

ず
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日

現
在
の
状
況
を
記
載
し
た
「
現

況
届
（
所
得
状
況
届
）」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
届
出
期
間
内
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
出
先

　

福
祉
事
務
所（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
０
０
１

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

 

瀬
戸
内
市
牛
窓
国
際
交
流
ヴ
ィ
ラ

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

牛
窓
国
際
交
流
ヴ
ィ
ラ
（
牛

窓
町
牛
窓
）
は
、
外
国
人
向
け

の
宿
泊
施
設
と
し
て
岡
山
県
が

運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
４
月
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
施
設
改
修
が
行

わ
れ
、
平
成
23
年
３
月
に
市
に

無
償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
の
名
称
を
瀬
戸

内
市
牛
窓
国
際
交
流
ヴ
ィ
ラ
と

し
、
利
用
者
を
外
国
人
に
限
定

し
な
い
こ
と
と
し
た
上
で
、
７

月
１
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ィ
ラ
と
は「
別
荘
」「
山
荘
」

と
い
う
意
味
で
す
。
当
ヴ
ィ
ラ

　国民年金保険料の納め忘れはありませ
んか。「忙しくて…」「つい、うっかり…」
といった理由でも保険料の納め忘れがあ
ると、将来受け取る老齢基礎年金額が減
額されたり、受けられなくなったりしま
す。また、万が一のときの障害基礎年金
や遺族基礎年金が受けられなくなる場合
があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、
便利で安心、確実な口座振替をおすすめ
します。口座振替には、当月分保険料を
当月末に引き落とすことより月々５０円
割引される早割制度や、現金納付よりも
割引額が多い６カ月前納・１年前納もあ
り、お得です。
　口座振替の申出書は市民課、牛窓支所、
長船支所、裳掛出張所、金融機関、年金
事務所の各窓口にあります。希望する人
は、納付書または年金手帳、通帳、金融
機関届出印を持参の上、申出書に必要な
事項を記入して、各窓口へ提出してくだ
さい。
■問い合わせ先
　市民課　
　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　
　 ☎０８６ - ２７０ - ７９２８

は
、
牛
窓
港
、
前
島
な
ど
の
多

島
美
を
望
む
好
位
置
に
あ
り
、

近
く
に
は
佐
竹
徳
画
伯
の
ア
ト

リ
エ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
料
金　

左
表
の
と
お
り

※
利
用
に
は
事
前
に
予
約
が
必

　

要
で
す
。

ヴィラのロビーから望む瀬戸内の多島美

利用形態 利用料金（税込）

ツイン　１人１泊 3,800 円

シングルユース 上記に割増　500 円

貸切（10 名まで） 30,000 円

※素泊まりのみとなります。
※キッチンは共同です。
　各部屋にトイレ、風呂があります。

▽
予
約
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

牛
窓
町
牛
窓
４
９
６ 

▽
駐
車
場　

10
台
分
（
無
料
）

※
ヴ
ィ
ラ
の
管
理
は
、
指
定
管

　

理
者
制
度
を
活
用
し
、
日
本

　

オ
リ
ー
ブ
（
株
）
に
委
託
し

　

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

■
施
設
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
・

　

予
約
先

　

日
本
オ
リ
ー
ブ
（
株
）

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
３
７
０

  

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

水
中
運
動
教
室

　　

長
船
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
・
水
中

歩
行
を
中
心
と
し
た
水
中
運
動

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

水
の
抵
抗
に
よ
り
全
身
運
動

が
で
き
る
上
、
浮
力
に
よ
り
足

腰
に
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

①
女
性
健
康
コ
ー
ス
（
４
回
シ

　

リ
ー
ズ
）

▽
日
時　

８
月
３
日
（
水
）、

　

10
日
（
水
）、
17
日
（
水
）、

　

24
日
（
水
）
午
後
７
〜
８
時

▽
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

　

在
学
の
女
性

▽
参
加
費　

1
回
４
０
０
円

▽
定
員　

20
人
程
度

②
水
中
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
教

　

室
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

▽
日
時　

８
月
５
日
（
金
）、　

　

12
日
（
金
）、
19
日
（
金
）、

　

26
日
（
金
）
午
後
７
〜
８
時

▽
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

　

在
学
者
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

▽
参
加
費　

1
回
４
０
０
円

▽
定
員　

30
人
程
度

■
申
込
方
法　

市
内
ス
ポ
ー
ツ

　

公
園
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど

　

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
、

　

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
の
途
中
か
ら
で
も
参
加

　

で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

　

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

・
長
船
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

・
社
会
教
育
課

　

FAX
０
８
６
９-

３
４-

４
７
９
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
５
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cover photograph 

　６月19日、西脇海水浴場（牛窓町鹿忍）で市内の小学生以下の子どもとその家族
を対象として牛窓町漁協青壮年部が主催する地引き網体験が行われました。
　参加者は、砂浜のごみを拾った後、ボートで海に投げ込まれた網の左右のロープを
引っ張り、獲物を手繰り寄せました。網にかかった魚の姿が見えてくると、子どもた
ちは歓声を上げていました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　５月 25 日、チャレンジデー 2011 が開催され、

市内各所で体操、グランドゴルフなどのスポーツ

や「芝生を歩こう！」と題した親子参加型イベン

トなどの事業が行われました。

　チャレンジデーは、15 分以上運動やスポーツ

をした住民の参加率を競うイベントで、日本中で

実施されています。瀬戸内市は今回初めて参加し

ました。自主的に行う運動・スポーツについても

参加と見なされるため、普段からグループで行っ

ているウォーキングなどの参加報告もありました。

　参加人数は 16,967 人で、参加率は目標として

いた 40％を上回り 43.2％となりました。

   16,967 人が参加しました16,967 人が参加しました

芝生の上をはだしで走る親子連れ（左下）／健康体操で毎日はつらつ（右上）

チャレンジデー２０１１チャレンジデー２０１１

船上から冥福を祈る遺族ら（左上）／漁業者や遺族などが安全と豊漁を祈願（右下）

　５月 28 日、牛窓町漁業協同組合（牛窓町牛窓）

で海上慰霊祭と魚供養が行われ、関係者およそ

50 人が参列しました。

　海上慰霊祭は、操業中の事故で亡くなった人の

魂を慰めるために行われています。事故があった

前島周辺の海域７カ所を船で巡り、汽笛の音と僧

侶の読経の中、遺族らが花束、酒などを流して故

人の冥福を祈りました。

　魚供養では、魚市場に設けられた祭壇で海への

感謝と豊漁と操業の安全を祈願しました。その後、

組合員の皆さんがタコ、メバルなど魚介類を同組

合前の岸壁から放流しました。

    操業の安全と豊漁を祈願操業の安全と豊漁を祈願

　６月 21 日、翌日満 100 歳を迎える牧野益夫さ

ん（長船町土師）をお祝いに、西村公夫備前県民

局健康福祉部健康福祉課長と武久顕也市長らがご

自宅を訪問しました。牧野さんは、「まだまだ頑

張る」と述べ、家族に囲まれ笑顔でお祝い状を受

け取りました。

　95 歳まで文具店を営み、車の運転もしていま

した。現在は、週４日のデイサービスを利用して

います。家に居るときは歌、相撲、国会中継など

のテレビ番組を好んで見ます。家族の作る味噌汁

と酢の物を毎日食べ、野菜もしっかり取ります。

　牧野さん、これからも元気でお過ごしください。

  いつまでもお元気でいつまでもお元気で　

お祝い状を手に武久顕也市長と語る牧野さん

海上慰霊祭と魚供養

 牧野益夫さんが満 100 歳に

自転車をこいで発電を体験する子どもたち（左下）／種類によって明るさが違う電球（右上）

　６月５日、ゆめトピア長船で環境フェスタイン

せとうちを開催しました。多くの親子連れらが訪

れ、省エネルギーやごみの減量を取り入れた生活

習慣について、楽しく学んでいました。

　照明の明るさを比べるコーナーでは、参加者は

白熱電球、蛍光灯型電球、ＬＥＤ電球の明るさの

違いを実感していました。

　電気自動車の試乗体験、圧力鍋や鍋帽子を使っ

たエコクッキング、省エネ相談なども行われまし

た。子どもたちには、自転車をこいで発電を体験

するコーナーや環境をテーマにした人形劇が人気

でした。

    環境に優しいライフスタイルを環境に優しいライフスタイルを　環境フェスタインせとうち

　５月 15 日、岡山県消防操法訓練大会が岡山県

消防学校（岡山市）で開催され、瀬戸内市消防団

長浜分団から５人の選手が小型ポンプ操法の部に

出場しました。

　大会では、ヘルメット、活動服、足袋、ゼッケ

ンのいでたちの選手たちが機敏な動きでホースを

延ばし、火点と呼ばれる標的を目掛け放水姿勢を

取り、緊張感ある動作を披露し、休日・夜間に重

ねてきた訓練の成果を発揮しました。

　上位入賞を果たすことはできませんでしたが、

訓練・大会を通じて災害現場で迅速に対応するた

めの技術が向上し、絆が深まりました。

   訓練の成果を発揮しました訓練の成果を発揮しました

筒先を構える的場弘倫指揮者と駆け寄る山口勝１番員（左下）

岡山県消防操法訓練大会岡山県消防操法訓練大会

左から時實桂吾
３番員、神宝誠
之２番員、末廣
学補助員（右上）
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今
回
は
、
皆
さ
ん
に
分
別
し
て

も
ら
っ
て
い
る
「
ビ
ン
類
」
に
つ

い
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

ど
の
よ
う
な
流
れ
で
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
る
の
か
を
取
材
し
て
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
飲
食
料
用
の
ビ
ン
を

「
ビ
ン
類
」
と
し
て
、無
色・茶
色・

雑
色
の
３
種
類
に
分
類
し
て
回
収

し
て
い
ま
す
。

　

無
色
と
茶
色
の
ビ
ン
は
、
そ
れ

ぞ
れ
細
か
く
砕
か
れ
、
再
び
ビ
ン

の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

ビ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス

素
材
は
、
品
質
が
劣
化
し
に
く
い

た
め
、
く
り
返
し
利
用
で
き
る
特

長
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
無
色
・
茶
色
以
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
ビ
ン
が
混

ざ
っ
て
い
る
雑
色
ビ
ン
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

雑
色
ビ
ン
は
、
流
通
量
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
再
び
ビ
ン
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
そ
の
た
め
、
雑
色
ビ
ン
は
、

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
埋
立
処
分

を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
で
は
、
雑
色
ビ
ン

も
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
手
を
離
れ
た
雑
色
ビ
ン

が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、

再
び
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る
か
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
家
庭
か
ら
出
た
飲
食
料
用
の
ビ

　

ン
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　

設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
を
使
用

　

し
、
色
別
に
回
収
さ
れ
ま
す

　
（
写
真
①
）。

②
回
収
さ
れ
た
ビ
ン
は
、
牛
窓
・

　

邑
久
地
域
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
か
も
め
へ
、
長
船
地
域
は

　

長
船
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
集

　

め
ら
れ
ま
す
（
写
真
②
）。

③
集
め
ら
れ
た
ビ
ン
は
、
リ
サ
イ

　

ク
ル
業
者
に
引
き
取
ら
れ
、
工

院
を
要
し
な
い
軽
症
患
者
で
あ

り
、
全
体
の
約
35
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

　

軽
症
者
の
搬
送
は
、
緊
急
性
が

あ
り
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

し
て
い
る
傷
病
者
へ
の
対
応
を
遅

ら
せ
、
救
命
率
に
影
響
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ま
一
度
、
救
急
車
の
適
正
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

普
通
救
命
講
習
の
受
講
者
を
募
集　

　　

突
然
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
人
を
救
う
に
は
、
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
、
普
通
救
命
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
９
日
（
金
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

　

▽
場
所　

消
防
本
部

▽
募
集
期
限　

９
月
２
日
（
金
）

▽
　

受
講
費　

無
料

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

消
防
本
部
警
防
課　

　

場
へ
運
搬
さ
れ
ま
す
。

④
工
場
で
は
、
機
械
で
ビ
ン
を
粉

　

砕
し
、
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
な

　

ど
の
余
分
な
物
を
取
り
除
き
ま

　

す
（
写
真
③
）。

⑤
最
後
に
５
㍉
以
下
の
粒
状
に
な

　

る
ま
で
粉
砕
し
ま
す
。
出
来
上

　

が
っ
た
粒
を
カ
レ
ッ
ト
と
い
い

　

ま
す
（
写
真
④
）。

　

カ
レ
ッ
ト
は
、
土
や
タ
イ
ル
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
混
ぜ
て
土
木
資

材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
今
ま

で
は
、
埋
立
処
理
を
す
る
し
か
な

か
っ
た
雑
色
ビ
ン
も
、
再
び
資
源

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ビ
ン
類
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
た
め
に
ラ
ベ
ル
を
は
が
す
必

品
を
強
引
に
買
い
取
っ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
る
の
で
、
必
ず
複
数
で

の
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

③
相
手
を
確
認
す
る

　

契
約
前
に
業
者
名
、
住
所
、
電

話
番
号
の
確
認
と
許
可
証
な
ど
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

許
可
を
受
け
た
古
物
業
者
は
、

「
許
可
証
」
ま
た
は
「
行
商
従
事

者
証
」
を
携
帯
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
買
い
取
り
条
件
な
ど
の
書
面
を

　

も
ら
う

　

買
い
取
り
条
件
や
買
取
品
の
一

覧
に
つ
い
て
は
書
面
を
作
成
し
て

も
ら
い
、
控
え
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
利
用
目
的

な
ど
に
つ
い
て
業
者
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

　

相
談
す
る

　

法
律
違
反
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
時
や
怖
い
思
い
を
し
た
と
き

は
、
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先　

　

・
瀬
戸
内
警
察
署

　

・
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
９
９
９

ごみ減量速報

地域 23年 4～ 6月 22 年 4～ 6月 達成度
牛窓 784 782 ×

邑久 818 792 ×

長船 692 656 ×

 

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　　

昨
年
、
市
内
で
は
、
28
人
が
熱

中
症
で
病
院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
炎
天
下
や
高
温
多

湿
の
状
況
下
で
体
温
の
調
節
が
効

か
な
く
な
っ
た
状
態
で
発
症
し
、

め
ま
い
や
頭
痛
、
痛
み
を
伴
う
筋

肉
の
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
出

ま
す
。
最
悪
の
場
合
、
死
亡
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
気
象
庁
で
は
、
最
高
気
温

が
お
お
む
ね
35
℃
以
上
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
「
高
温

注
意
報
」
を
発
表
し
熱
中
症
へ
の

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
熱
中
症
の
予
防
対
策
】

　

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

　

・
日
差
し
が
強
い
時
は
、
外
出
を

　

控
え
る
。

　

・
高
齢
の
人
は
、
エ
ア
コ
ン
を
利

　

用
す
る
な
ど
、
室
内
の
温
度
調

　

節
に
心
掛
け
る
。

　

・
激
し
い
運
動
を
避
け
る
。

　

・
の
ど
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に

　

水
分
を
補
給
す
る
。

【
熱
中
症
の
応
急
手
当
】

　

・
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移
動

　

さ
せ
、
衣
服
を
緩
め
る
。

　

・
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

　

け
根
に
冷
た
い
タ
オ
ル
や
氷
を

　

あ
て
る
。

　

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

　

ま
せ
、
水
分
補
給
を
す
る
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　

救
急
車
は
、
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
け
が
や
病
気
の
人
を
一
刻
も

早
く
病
院
に
搬
送
す
る
た
め
の
車

両
で
す
。

　

昨
年
、
救
急
搬
送
し
た
１
、

５
８
６
人
の
う
ち
５
６
２
人
が
入

　瀬戸内市における近年のごみ排出量デー
タを見ると、夏場にごみ排出量が多くなる
傾向にあることが分かります。つまり、「ご
みダイエット」にとって、夏は天敵といえ
るのです。
　しかし、違う角度から見ると、例年ごみ
排出量が増えるこの時期こそ、逆にごみを
減らすチャンスでもあるのです。
　今回の「ごみダイエット通信」は、夏を
乗り切る減量特集として、「天日干しダイ
エット」などの情報や対策を掲載していま
す。本紙に折り込みの緑色のチラシをぜひ
ご覧ください。市民の力で、ピンチをチャ
ンスに変えましょう！

リ
サ
イ
ク
ル
追
跡
シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
！

「
雑
色
ビ
ン
」
の
旅

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
プ
類

を
外
し
、
無
色
・
茶
色
・
雑
色
の

3
種
類
に
分
類
し
て
回
収
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
に
再
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
衛
生
上
の
観
点
か
ら
水

洗
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

 

ご
注
意
を
！

 

強
引
な
押
し
買
い
業
者

　

最
近
、「
あ
な
た
の
家
に
眠
っ

て
い
る
貴
金
属
を
売
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

自
宅
な
ど
へ
訪
問
し
て
く
る
訪
問

買
い
取
り
業
者
に
つ
い
て
、
脅
迫

や
詐
欺
ま
が
い
の
行
為
が
あ
る
た

め
、
苦
情
や
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
毅
然
と
断
る

　

急
に
業
者
が
訪
問
し
て
き
て

も
、
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り

が
な
い
の
な
ら
、「
売
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
毅
然
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

　

業
者
が
家
か
ら
な
か
な
か
帰
ら

な
か
っ
た
り
、
無
理
に
物
品
を
出

す
よ
う
迫
ら
れ
た
場
合
は
、
警
察

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

②
一
人
で
対
応
し
な
い

　

業
者
が
売
る
つ
も
り
の
な
い
物

①ごみステーションで色別にコンテナで回収され
るビン／②回収された雑色ビンの山

①

②

③
③粉砕されたビンラベルやキャップなどを人
の目で選別／④出来上がった粒状のカレット

④



　

皆
さ
ん
は
、
多
く
の
人
が
食
を

通
し
た
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
市
内
で
活
動
し
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。
今
回
は
、
そ
の

中
か
ら
栄
養
委
員
会
と
そ
の
Ｏ
Ｂ

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

栄
養
委
員
と
は

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
食

事
を
通
じ
て
健
康
的
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
委
員
は
、
市
か
ら
栄
養
と

食
生
活
の
改
善
に
関
す
る
仕
事
を

任
さ
れ
た
人
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
２
３
１
人
が
栄
養
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り

に
お
け
る
食
の
重
要
性
や
、
地
産

地
消
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
習
得
し
た
食
に
関
す

る
知
識
を
家
族
、
知
人
な
ど
に
伝

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
く
普
及

啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
行
う
取
り
組
み
の
手
助

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
栄
養
委
員
会
の
活
動

　　

栄
養
委
員
会
は
、
栄
養
委
員
が

お
互
い
に
連
携
を
取
り
、
委
員
と

し
て
の
仕
事
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
委
員
会
は
、
主
に
料
理
教

室
や
健
康
教
室
の
開
催
、
離
乳
食

講
習
会
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
で
の

試
食
提
供
、
文
化
祭
や
健
康
ま
つ

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
健
康
な

食
の
推
進
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
、
学
校
で
の
調
理
実
習

や
高
校
の
文
化
祭
な
ど
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
食
を
取
り
巻
く
環
境
の

す
る
人
も
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
会
は
、
栄
養
委
員
会
と
一

緒
に
活
動
を
し
た
り
、
公
民
館
で

の
料
理
講
座
の
実
施
、
地
場
産
物

を
使
っ
た
手
作
り
加
工
品
の
販
売

な
ど
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
お

シラモを見たこと、食べたこ
とがありますか。赤く細い海
藻でくせがなくしゃきしゃき
とした食感があり、酢の物に
するととてもおいしいです。
ミネラル、食物繊維が豊富で
細胞をいきいきさせ、老化を
防止します。血圧と血糖値を
下げる働きがあると言われて
います。しらもあえは、お盆
や法事のときによく作られま
す。夏場にさっぱりとお召し
上がりください。

田中晴子さん（邑久町漁協女性部）です

シラモは県南部の海岸沿いで食べられており、時期
になると乾燥した状態で売られています。ぜひ一度
食べてもらいたい郷土料理です。このしらもあえの
レシピは、邑久町漁協に昔から伝わるレシピだそう
です。砂糖が多めなので、よりさっぱりと食べたい
場合は、酢と砂糖が同量くらいでもよいでしょう。

「脱腸」をご存じですか。
鼠
そ け い

径ヘルニア（脱腸）は、鼠
径部といわれる太腿の付け根
から腹膜や腸の一部が飛び出
し、「こぶ」となって現れる
病気です。加齢によって鼠径

部の筋膜が弱くなって発症することが多く、特に中高
年男性によく見られます。鼠径ヘルニアは、自然治癒
することが少なく、放っておくと危険な事態になるこ
とがあります。根治させるには手術が必要ですが、最
近では短期入院で安全に手術が行えるようになりまし
た。羞恥心や多忙を理由に先延ばしにせず、早期受診
をお勧めします。（外科医　定金省二）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

中高年男性に多い鼠径ヘルニア

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

断面図

◆材料（５人分）
●シラモ（50g）　　　　●油揚げ（1/2 枚）
●ニンジン（1/2 本）　　●ダイコン（1/4 本）
●キュウリ（1本）　　　●ゴマ（大さじ２）
●ショウガ汁（大さじ 1）●酢（1カップ）
●砂糖（1.5 カップ）　　 ●みりん（大さじ２）
●しょうゆ（大さじ 2）

◆作り方
①シラモは、何度も良く洗い砂や貝を取り除く。
②ボールにシラモを入れ、熱湯をかける。
③冷水にさらした後、約 4cmに切りよくしぼる。
④ニンジン、ダイコンを千切りにし、塩もみ後、　
　水洗いしてしぼる。
⑤油揚げは、中の白い所を取り置き、皮を千切り
　にする。
⑥ゴマをすり、さらにあげの白い所を入れてする。
⑦調味料を入れて混ぜる。 
⑧キュウリは、輪切りにして最後に入れる。

小学校で郷土料理の調理指導

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
自
分

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
環
境
へ
の
負

荷
な
ど
を
考
え
て
食
を
選
択
す
る

力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
地
産
地
消
の
啓

発
、
外
食
の
選
び
方
指
導
な
ど
を

中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
栄
養
委
員
Ｏ
Ｂ
会

　

栄
養
委
員
の
任
期
は
２
年
（
再

任
可
）
で
す
が
、
任
期
を
終
え
た

後
も
、
引
き
続
き
Ｏ
Ｂ
会
で
活
動

り
、
地
域
の
食
育
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

食
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
会
や
保
護
者
会
な
ど

で
、
簡
単
手
作
り
お
や
つ
や
朝
ご

は
ん
な
ど
の
調
理
実
習
や
試
食
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
自
治
会
な
ど
が
行
う
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
で
、
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
焼
き
そ
ば
や
お
で
ん

な
ど
の
食
べ
物
の
提
供
、
販
売
を

計
画
し
ま
せ
ん
か
。

　

栄
養
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
手
伝

い
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　
（
栄
養
委
員
会
事
務
局
） 

 

募
集
し
ま
す

 

笑
顔
の
写
真

　

市
で
は
、
心
の
健
康
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

「
笑
顔
の
写
真
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

８
月
１
日
（
月
）

　

〜
８
月
26
日
（
金
）

▽
審
査　

健
康
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

　

員
で
審
査
し
、
優
秀
賞
な
ど
を

　

決
定
し
ま
す
。

▽
展
示　

健
康
フ
ェ
ス
タ
で
展
示

　

し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

瀬
戸
内
市
在
住
者

▽
写
真
規
格
な
ど

　

・
大
き
さ
は
、89

×127

以
上
、

　

254

×305

以
内
で
す
。（
単

　

位
はm

m

）

　

・
紙
焼
き
（
プ
リ
ン
ト
）
し
た
状

　

態
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
ど
ち
ら
で

　

も
可
で
す
。

　

・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
の
場
合
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

※
被
写
体
の
権
利
の
対
象
と
な
る

　

著
作
権
・
肖
像
権
な
ど
に
関
し

　

て
は
、
応
募
者
自
ら
の
責
任
に

　

お
い
て
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

〒
７
０
１-

４
２
６
４

　

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４

高校の文化祭で啓発活動

料理教室では食育紙芝居も披露

　地域の食育を支える



天王山に建立された歌碑

　

豊
か
な
自
然
風
土
に
恵
ま
れ
た

瀬
戸
内
市
に
は
原
始
古
代
か
ら
の

歴
史
や
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で
育

ま
れ
た
先
人
た
ち
は
、
瀬
戸
内
市

や
日
本
の
発
展
に
輝
か
し
い
業
績

を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
偉
人
や
先

人
の
歩
み
を
知
る
こ
と
は
、
現
在

を
生
き
る
私
た
ち
の
道
し
る
べ
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
医
科
学
者
と
し
て
、

ア
ミ
ノ
酸
の
研
究
に
尽
く
し
た

古こ
た
け
や
し
ろ
う

武
弥
四
郎
氏
を
紹
介
し
ま
す
。

古
武
弥
四
郎
氏
と
は

　

古
武
弥
四
郎
氏
は
、
明
治
12

（
１
８
７
９
）
年
７
月
２
日
、
本

庄
村
尾
の
村
（
現
瀬
戸
内
市
邑
久

町
本
庄
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
同

郷
の
竹
久
夢
二
は
４
年
後
に
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
23
年
明
徳
小
学
校
卒
業
。

明
治
26
年
邑
久
高
等
小
学
校
卒

業
。同
年
、岡
山
城
西
の
丸
に
あ
っ

た
岡
山
中
学
校
（
現
在
の
岡
山
朝

日
高
校
）
に
入
学
。
中
学
３
年
で

岡
山
医
学
校
を
受
験
し
失
敗
す
る

が
、
こ
れ
に
奮
起
し
て
翌
年
大
阪

医
学
校
に
入
学
。
明
治
35
年
に
卒

業
し
、
京
都
大
学
医
化
学
教
室
に

勤
務
し
ま
す
。
明
治
42
年
、
先
進

国
ド
イ
ツ
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク

大
学
に
留
学
し
、
生
涯
を
か
け
て

有
機
ア
ミ
ノ
酸
の
研
究
に
取
り
組

む
機
会
を
得
ま
し
た
。昭
和
８
年
、

キ
ヌ
レ
ニ
ン
の
発
見
を
中
心
と
し

た
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
代
謝
に
関
す

る
研
究
業
績
に
よ
り
、
日
本
学
士

院
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

後
に
化
学
部
門
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
ド
イ
ツ
の
ア
ド
ル

フ
・
ブ
ー
テ
ナ
ン
ト
は
「
古
武
弥

四
郎
が
発
見
し
た
キ
ヌ
レ
ニ
ン
の

研
究
論
文
を
読
ま
な
か
っ
た
ら
、

私
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
け
る
ほ
ど

の
研
究
が
で
き
た
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
６
年
、
大
阪
帝
国
大
学
教

授
。
昭
和
15
年
、
大
阪
大
学
を
退

官
し
名
誉
教
授
と
な
り
、
昭
和
22

年
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
の
初

代
学
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
、邑
久
町
名
誉
町
民
、

昭
和
36
年
、
和
歌
山
市
名
誉
市
民

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
43
年
５
月

30
日
、
89
歳
で
逝
去
。
生
前
の
功

績
に
よ
り
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
ま

し
た
。

天
王
山
の
記
念
歌
碑

　

生
家
に
近
い
天
王
山
頂
上
に

は
、
西
方
に
広
が
る
千
町
平
野
と

岡
山
の
空
を
望
ん
で
感
懐
を
詠
ん

だ
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
碑
に
は
『
通
学
の
昔
な
つ
か

し
か
え
り
来
て
こ
こ
ゆ
見
お
ろ
す

岡
山
の
み
ち
』
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
岡
山
の
道
は
、
博
士
の

岡
山
中
学
校
へ
の
通
学
の
思
い
出

を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
古
武
少
年

は
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
、
往
復
45

㌔
㍍
を
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
帰

り
の
草
履
を
１
足
用
意
し
草
履
履

き
で
、
早
朝
３
時
に
自
宅
を
出

て
、
歩
き
な
が
ら
本
を
読
み
通
学

し
ま
し
た
。
午
前
７
時
に
岡
山
に

着
く
と
ド
イ
ツ
語
の
個
人
授
業
を

受
け
、
午
前
８
時
か
ら
中
学
の
授

業
に
臨
み
ま
し
た
。
授
業
が
終
わ

る
と
、
ま
た
徒
歩
で
午
後
７
時
に

自
宅
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

博
士
の
少
年
時
代
の
超
人
的
で

強
固
な
意
思
と
そ
の
体
力
は
、
そ

の
後
の
大
学
、
教
授
、
学
長
時
代

ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
３
日
に
は
、
博
士
の

偉
業
を
し
の
び
、
通
学
路
を
実
体

験
す
る
「
古
武
弥
四
郎
先
生
の
通

学
路
を
歩
く
会
」
が
瀬
戸
内
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
り
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

　

・
中
島
達
二
『
古
武
弥
四
郎
先
生
』

　

昭
和
58
年

　

・
邑
久
町
郷
土
ク
ラ
ブ
『
邑
久
町

　

人
物
誌
』
平
成
７
年

　

・
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

８月 31日（水）

☎
☎
☎

BooKs

は
、
１
０
３
才
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
百
上
会
に
入
会
し
て
、

元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

▽
会
場　

牛
窓
町
公
民
館

▽
活
動
日　

毎
月
第
３
火
曜
日

▽
会
費　

１
、０
０
０
円（
年
間
）

▽
募
集
対
象　

65
才
以
上
の
人

※
希
望
が
あ
れ
ば
、
65
才
未
満
の

　

人
も
歓
迎
し
ま
す
。

※
入
会
希
望
の
人
に
は
、申
込
書
、

　

会
則
、
活
動
計
画
な
ど
の
資
料

　

を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
穂
実
太
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
５
９
７

助
産
師
と
し
て
２
、０
０
０
人
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
を

取
り
上
げ
て
き
た
著
者
。
自
ら
の
講
演
「
い
の
ち
の

授
業
」
を
基
に
、
育
児
で
疲
れ
た
新
米
マ
マ
た
ち
に

出
産
体
験
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

「
命
の
大
切
さ
」
を
優
し
く
伝
授
す
る
育
児
書
。  

い
の
ち
の
授
業　
寺
田
恵
子
…
著

なぞなぞおめでとう
　石津ちひろ …なぞなぞ、スズキコージ…え

子どもはなぞなぞが大好き。声に出して読んでも楽し
い５０個のなぞなぞ。その答えは、「おめでたい」瞬
間として、スズキコージさんのパワフルな絵の中に描
かれています。親子で楽しみながら、答えを見つけ出
してください。

　

中
央
公
民
館
・
長
船
町
公
民

館
・
牛
窓
町
公
民
館
で
は
、
親

子
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る

活
動
を
企
画
し
て
お
り
、
そ
の

一
つ
と
し
て
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
夏
を
存
分
に
味
わ

え
る
「
そ
う
め
ん
流
し
」
と
「
四

季
薫
る
紙
粘
土
遊
び
・
地
元
野

菜
を
使
っ
た
ム
ー
ス
作
り
」
を

行
い
ま
す
。

　

親
子
で
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
そ
う
め
ん
流
し
】

▽
日
時　

８
月
６
日
（
土
）
午

　

前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物

　

帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

長
船
町
公
民
館

【
四
季
薫
る
紙
粘
土
遊
び
・
地
元

野
菜
を
使
っ
た
ム
ー
ス
作
り
】

▽
日
時　

８
月
27
日
（
土
）
午

　

前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物

　

・
粘
土
遊
び

　

へ
ら
、
絵
の
具
（
あ
る
人
）、

ボ
ン
ド
、
手
拭

　

・
ム
ー
ス
作
り

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

百
上
会

　

今
年
で
結
成
15
年
目
を
迎
え

る
百
上
会
（
百
才
以
上
、
元
気

に
生
き
よ
う
会
）
は
、
65
歳
以

上
の
会
員
が
集
ま
り
、
毎
月
第

３
火
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

花
見
、
温
泉
で
の
親
睦
会
、

気
に
な
る
医
療
何
で
も
相
談
、

腹
話
術
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の

観
賞
な
ど
、
毎
月
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

百
上
会
の
会
員
の
最
高
齢
者

清涼感を楽しめるそうめん流し

参
加
し
ま
せ
ん
か

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

古武弥四郎博士



 

長
船
町
長
船
エ
リ
ア
へ

 

光
回
線
の
提
供
エ
リ
ア
拡
大

　　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
９
月
上

旬
か
ら
長
船
町
長
船
エ
リ
ア
の
一

部
地
域
で
、
光
回
線
を
使
っ
た
よ

り
高
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
該
当
の
地
域

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

を
順
次
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た

工
事
を
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
地

域
で
は
、
工
事
車
両
の
運
行
な
ど

に
よ
り
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

ン
を
食
べ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
す
る
お
米
の
味
食
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
25
日
（
木
）
午
前

　

10
時
〜

▽
場
所　

岡
山
い
こ
い
の
村

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明

　
５
６
５
２-

１
１
（
現
地
集
合
）

▽
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

８
月
15
日
（
月
）

▽
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
月
〜
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

産
業
振
興
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

３
９
３
４

 

一
日
も
早
い
返
還
を

 

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

　　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
で
す
。

　

歯は
ぼ
ま
い舞

群
島
、
色し

こ
た
ん丹

島
、
国く

な
し
り後

島

　

証
明
書
な
ど　

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合

　
☎
０
８
６-

２
７
７-

５
５
１
１

　

HPhttp://www.nosai-oka.or.jp/

 

同
居
の
親
族
も
加
入
で
き
ま
す

 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

国
の
制
度
で
あ
る
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
事

業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
同
居
の

親
族
の
み
を
雇
用
す
る
事
業
所
に

つ
い
て
は
加
入
で
き
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
法
改
正
に

伴
い
平
成
23
年
１
月
か
ら
、
こ
う

し
た
事
業
所
で
あ
っ
て
も
、
使
用

従
属
関
係
が
認
め
ら
れ
る
同
居
の

親
族
に
つ
い
て
は
、
当
制
度
に
加

入
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
加
入
や
掛
金
月
額

を
増
額
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
一
部
に
つ
い
て
国
の
助
成
が

受
け
ら
れ
、
全
額
非
課
税
で
あ
る

た
め
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
が

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３-

３
４
３
６-

０
１
５
１

　

HPhttp://chutaikyo.taisyokukin. 

　

go.jp/

　 

出
展
団
体
を
募
集
し
ま
す　

 

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
で
開
催

す
る
収
穫
祭
へ
の
出
展
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
音
楽
演
奏
や
ダ

ン
ス
、
特
産
品
や
郷
土
料
理
出
品

な
ど
多
岐
の
分
野
で
募
集
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

10
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
受
付
期
間　

８
月
31
日
（
水
）

　

ま
で　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
〜
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
１
１
１

な
た
な
ら
ど
う
す
る
！　

入
れ

歯
？　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
？　

イ

ン
プ
ラ
ン
ト
オ
ー
バ
ー
デ
ン

チ
ャ
ー
？
」
を
テ
ー
マ
に
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
申

込
は
不
要
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
３
日
（
土
）
午
後

　

２
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
大
学
50
周
年
記
念
会
館

▽
講
師　

　

岡
山
大
学
教
授　

皆
木
省
吾
氏

　

広
島
大
学
教
授　

赤
川
安
正
氏

　

大
阪
大
学
教
授　

前
田
芳
信
氏

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
島
啓
一
朗
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

１
２
１
２

お
よ
び
択え

と
ろ
ふ捉
島
の
北
方
四
島
は
我

が
国
固
有
の
領
土
で
す
。

　

安
政
元
（
１
８
５
５
）
年
「
日

魯
通
好
条
約
」
が
結
ば
れ
、
択

捉
島
以
南
を
日
本
の
領
土
と
決

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
に
ソ
連
に
不
法

占
拠
さ
れ
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
ロ

シ
ア
と
な
っ
た
現
在
も
そ
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
の
一
日
も
早
い
返
還

の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
こ
の

問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

世
論
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

〜
国
民
の
声
と
熱
意
で

           

四
島
（
し
ま
）
返
還
〜

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

　

県
民
会
議
（
岡
山
県
総
合
政
策
局

　

公
聴
広
報
課
内
）

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
４

 

テ
レ
ビ
放
映
し
ま
す

 
人
権
啓
発
映
画

　　

人
権
啓
発
映
画
が
テ
レ
ビ
放
映

 

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合

　

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合
で

は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
職
務
内
容　

一
般
職

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
採
用
年
月
日　

平
成
24
年
４
月

　

１
日

▽
受
験
資
格　
　

　

・
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人
で
、
平
成
24
年
３
月
ま
で

　

に
４
年
制
大
学
を
卒
業
（
見
込

　

み
）
の
人

　

・
採
用
日
ま
で
に
普
通
自
動
車
運

　

転
免
許
を
取
得
で
き
る
人

　

・
農
業
に
関
心
の
あ
る
人

▽
試
験
日
な
ど　

　

・
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
作
文
）

　

９
月
18
日
（
日
）

　

・
２
次
試
験
（
面
接
）

　

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

▽
受
付
期
間　

　

８
月
24
日
（
水
）
ま
で　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

　
（
月
〜
金
）

▽
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
、
卒

　

業
（
見
込
）
証
明
書
、　

成
績

し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
な
ど
詳

細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
・
中
国　
　
　

　

岡
山
事
業
部
営
業
部

　

☎
０
１
２
０-
９
２
０
０
７
５

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日

　

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

HP http://flets-w
.com

/

 

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か

 

巨
大
胚
芽
米
「
は
い
い
ぶ
き
」

　　

市
で
は
、
血
圧
低
下
作
用
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
・
ギ
ャ
バ
が
多

く
含
ま
れ
る
巨
大
胚
芽
米
「
は
い

い
ぶ
き
」
と
そ
の
後
継
品
種
の
食

味
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

食
味
会
に
参
加
し
、
市
内
で
栽

培
さ
れ
た
こ
れ
ら
２
品
種
を
炊
い

た
ご
飯
と
そ
の
米
粉
を
使
っ
た
パ

さ
れ
ま
す
。
映
画
名
、
放
送
日
な

ど
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
改
め
て
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

 

ス
ト
レ
ス
発
散
と
免
疫
力
ア
ッ
プ

 

健
康
づ
く
り
講
演
会

　　

市
で
は
、
が
ん
患
者
交
流
笑

う
会
と
共
催
で
「
笑
う
門
に
は
健

康
来
る
！　

笑
い
で
免
疫
力
ア
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
づ
く
り
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
笑
う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
、免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　

８
月
23
日
（
火
）
午
後

　

２
〜
４
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
笑
い

　

塾
塾
長　

薬
剤
師　

中
井
宏
次

　

氏
（
薬
家　

き
く
臓
）

▽
定
員　

50
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限　

８
月
22
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

 

歯
が
抜
け
た 

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

　

日
本
補ほ

て
つ綴
歯
科
学
会
中
国
四
国

支
部
会
で
は
「
歯
が
抜
け
た
！　

あ

映画名 テーマ 放送局 放送日時

ボクとガク 子ども 西日本放送（ＲＮＣ） ８月 ３日（水）
午前 10 時 25 分～午前 11 時８分

見上げた青い空 インターネットと人権 山陽放送（ＲＳＫ） ８月 12 日（金）
午前９時 55 分～午前 10 時 30 分

夢のつづき 介護・高齢者・ジェンダーほか テレビせとうち（ＴＳＣ）８月 15 日（月）午前 10 時～午前 10 時 41 分

この空の下で 外国人・障害者・高齢者ほか 岡山放送（ＯＨＫ） ８月 20 日（土）
午前 ９時 55 分～午前 10 時 38 分

未来への虹　～ぼくの
おじさんは、ハンセン病～ ハンセン病 瀬戸内海放送（ＫＳＢ）

８月 27 日（土）
午前 11 時 10 分～午前 11 時 41 分

　

市
で
は
、
広
聴
広
報
事
業

の
充
実
に
向
け
て
皆
さ
ん
が

ど
の
よ
う
な
情
報
を
必
要
と

し
て
い
る
か
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。　

　

本
紙
に
折
り
込
み
の
桜
色

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

オリーブの実



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 8 月 16 日（火） 平成23年 3月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 8 月 17 日（水） 平成22年 11月生

1 歳６カ月児健診 8 月 10 日（水） 平成22 年    1 月生
2 歳児健診 8 月 11 日（木） 平成21年 4月生

3 歳児健診 8 月 24 日（水） 平成20年 2月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 7月 1日現在》
人口 ３９，２３７人 （－２７）
男 １８，７０１人  （－２０）
女 ２０，５３６人 （－　７）
世帯 　１４，６４７世帯 （－　５）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2011　August
8

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

8 月納期の市税・保険料
　市県民税【２期】　国民健康保険税【３期】
　介護保険料【３期】　後期高齢者医療保険料【１期】
※納付期限は８月 31 日（水）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

各種相談

生活習慣病教室

▽日時　８月 11 日（木）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「食について」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

健康相談
　特定健診を受診した後の個別相談に応じます。相談時間は 1
人 20 ～ 30 分です。事前にご予約ください。

▽日時・場所
①８月９日（火）　午前 9時 15 分～正午　ゆめトピア長船
②９月２日（金）　午前 9時 15 分～正午　中央公民館
③９月 16 日（金）　午前 9時 15 分～正午　牛窓町公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

あじさい講座

▽日時　８月 20 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「自宅で出来るリハビリ体操」

▽講師　吉野裕之氏（松山胃腸科外科　理学療法士）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ - ６３６６

介護教室

▽日時・場所
①８月９日（火）　午前 10 時～午前 11 時 30 分　裳掛コミュニティセンター
②８月９日（火）　午後１時 30 分～午後３時　中央公民館　

▽テーマ　「快眠リラクセーション」

▽講師　山本早紀氏（淳風会健康管理センター・健康運動指導士）

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９-２２ - ９５０３

骨骨健康貯筋クラス

▽日時　８月３日（水）、25 日（木）午前９時 30 分～午前 11 時

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽内容　アクアビクス・アクアウォーキングなど

▽参加費　1回 300 円（年間会員は 3,000 円）
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ - ２２１１

年金相談
　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。相談を希望する
人は、事前にご予約ください。

▽日時　８月 25 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　牛窓町公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０ - ７９２９

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は 8月１日（月）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　９月８日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

7/31 1
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

2
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

3
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

4
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

5 6
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

7
体協　歩こう会　
　長船美しい森コース
　5：50 ゆめトピア長船集合
体協　瀬戸内市中学校ソ
フトテニス交流大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート

8 9
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

11 12  
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

13
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

14
体協　瀬戸内市陸上競技
選手権大会　
　7：45 ～受付
　岡山市神崎山公園競技場

15 16
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

17
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

18
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

19 20
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

21
体協　市長杯瀬戸内市空手
道錬成大会
　9：00 ～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
　アリーナ

22　
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

23  
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

24
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

25  
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

26
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

27

28 29 30 31 9/1
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

9/2
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9/3



投稿お待ちしています

①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

冠
句

年
の
功
一
芸
あ
り
て
穏
や
か
に

　
　
　
　

奥
山　

呼
潮
（
牛
窓
町
牛
窓
）

年
の
功
気
ま
ま
に
生
き
て
一
日
閉
ず

　
　
　
　

合
内　

嘉
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

旅
心
静
か
に
燃
ゆ
る
老
の
春

　
　
　
　

塩
見　

愛
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

旅
心
ふ
と
見
上
げ
れ
ば
青
い
月

　
　
　
　

豊
田　

瑞
代
（
牛
窓
町
牛
窓
）

旅
心
憂
さ
も
解
け
る
時
刻
表

　
　
　
　

那
須　

博
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

身
に
重
し
介
護
の
疲
れ
昨
日
今
日

　
　
　
　

野
口　

道
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

奥
床
し
卑
下
に
あ
ら
ざ
る
低
姿
勢

　
　
　
　

野
口
弥
生
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

俳
句

歯
朶
涼
し
覗
け
ば
深
き
お
茶
屋
井
戸

　
　
　
　

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

路
地
巡
る
吟
行
楽
し
梅
雨
晴
間

　
　
　
　

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

通
信
使
ゆ
か
り
の
井
戸
の
苔
の
花

　
　
　
　

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

吟
行
の
路
地
の
奥
に
も
風
薫
る

　
　
　
　

野
口　

慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

人
ひ
と
り
通
れ
る
路
地
の
梅
青
し

　
　
　
　

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

強
東
風
の
浜
に
傾
げ
る
亀
の
墓

　
　
　
　

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

蜑
の
路
地
ど
の
家
も
古
き
軒
す
だ
れ

　
　
　
　

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

紫
陽
花
に
人
声
あ
り
て
迷
路
め
き

　
　
　
　

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

雨
上
り
緑
ま
ぶ
し
い
鴟し

び尾
映
ゆ
る

　
　
　
　

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

ス
イ
カ
伸
び
あ
っ
と
い
う
ま
に
占
有
し

　
　
　
　

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

つ
ゝ
が
な
く
た
の
し
い
余
生
ひま

ご孫
と
住
む

　
　
　
　

国
重　

秋
子
（
邑
久
町
下
山
田
）

短
歌

若
竹
の
藪
写
し
ゐ
る
吉
井
川

か
い
つ
ぶ
り
二
羽
水
輪
を
残
す

　
　
　
　

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

転う
た

た
寝
の
夫
の
鼾
に
テ
レ
ビ
消
す

起
き
て
居
る
ぞ
と
薄
目
を
開
け
る

　
　
　
　

片
島
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

画
布
に
す
と
帆は

ん

ぷ布
欲
し
ま
す
方
あ
り
き

高
女
時
代
の
図
画
の
先
生

　
　
　
　

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

梅
ジ
ュ
ー
ス
梅
ジ
ャ
ム
梅
酒
の
梅
仕
事

厨
に
満
つ
る
梅
の
芳
香

　
　
　
　

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

み
す
ゞ
の
詩
折
れ
た
心
に
ぬ
く
も
り
を

雪
ん
こ
空
・
花
・
み
ん
な
友
達

　
　
　
　

竹
内　

和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

千せ
ん
ま
ん萬

の
蛙

か
わ
ず
し
ょ
う
み
ょ
う

称
名
逝
く
人
も

と
ど
ま
る
人
も
夢
と
聴
く
ら
ん

　
　
　
　

赤
田　
　

章
（
邑
久
町
山
田
庄
）

▼
ジ
リ
ジ
リ
と
照
る
太
陽
、
ゆ
ら
ゆ
ら

と
揺
れ
る
か
げ
ろ
う
、
今
年
も
夏
は
暑

い
。
皆
さ
ん
は
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

▼
我
が
家
で
は
、
す
だ
れ
と
よ
し
ず
を

使
っ
て
い
ま
す
。見
た
目
も
涼
し
げ
で
、

実
際
の
体
感
温
度
も
違
い
ま
す
。
夏
バ

テ
や
熱
中
症
な
ど
に
な
ら
ず
、
元
気
で

夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。
ナ
ガ

▼
ヨ
ガ
の
体
験
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し

た
。
合
唱
団
で
も
腹
式
呼
吸
の
練
習
や

体
操
を
し
て
い
ま
す
が
、
普
段
と
違
う

ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
は
、
つ
い
て
い

く
だ
け
で
精
一
杯
！
▼
し
か
し
、
２
時

間
の
コ
ー
ス
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
、
血

行
が
良
く
な
り
肩
こ
り
や
腰
痛
も
軽

減
。運
動
が
苦
手
で
も
大
丈
夫
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
な
ぁ
。
よ
し
こ

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

わが家の宝１歳です！

蟻義啓
け い た

太ちゃん
お住まい　邑久町尾張
ご両親　純平・妹子さんから
くいしん坊でわんぱく坊主の
啓太くんがみんな大好きだヨ。♡

瀬戸内写真館

Keita
 平成 21年 9月 14日生まれ

河内太
たいしん

伸ちゃん
お住まい　長船町服部
ご両親　俊宏・明世さんから
いっぱい食べて笑顔の太くん┃
その名の通り大きくなったね。
元気いっぱい育ってネ！

Syuri
 平成22年 2月 26日生まれ

┃
。

岩谷珠
し ゅ り

里ちゃん
お住まい　牛窓町長浜
ご両親　優貴・姿さんから
ボールで遊ぶのが大好きな
元気な珠里ちゃん。
これからも一緒に遊ぼうね。

Taishin
 平成 21 年 7 月 15 日生まれ

　瀬戸内市フォトプロジェクトが始動

　瀬戸内市の今を撮影した写真を後世に伝えたり、撮影を通じ
て町づくりを考えたりする取り組みを始めませんか。
　６ 月に発足した瀬戸内市フォトプロジェクト（略称ＳＰＰ）
は、そんな想いに共感し、一緒に活動する会員を募っています。
　主な活動は、①市内のイベント・伝統行事・文化財や景観等
の撮影・整理・保存　②古い写真の掘り起こしとデジタルデー
タ化　③瀬戸内市の魅力発信とデータの提供　④活動に必要な
知識や技能習得のための講習会開催、などです。
　プロの写真家から直接指導を受けられることもこの会の大き
な魅力です。
■問い合わせ先
　瀬戸内市フォトプロジェクト　事務局長　太田さん
　☎０９０-６８３５ - ２８２９

15
年
目
を
迎
え
た

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　　
市
内
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
夢
二
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
が
今
年
で
立
ち
上
げ
か
ら
15

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
は
、
世
界

各
国
で
踊
ら
れ
て
い
る
民
族
舞
踊

の
総
称
で
す
。

　
「
マ
イ
ム
・
マ
イ
ム
」「
オ
ク

ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ
ー
」「
ジ
ェ
ン
カ
」

な
ど
は
、
皆
さ
ん
も
１
度
は
踊
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

民
族
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
複

数
で
踊
り
、
年
齢
に
関
係
な
く
老

若
男
女
が
参
加
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
毎
週
金
曜

日
に
中
央
公
民
館
で
練
習
を
行

い
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
か
ら
は
、
中
央
公
民
館

と
邑
久
高
校
の
連
携
事
業
「
邑
友

  トピックス  トピックス

  けいじばん  けいじばん

（
ゆ
う
ゆ
う
）
タ
イ
ム
」
に
参
加

し
、
市
民
講
座
の
講
師
と
し
て
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
踊
る
一
体
感
と
、
踊

り
き
る
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
仲
間
入
り

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
二
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

梶
谷
栄
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
９
１ 邑久高校生徒と一緒に踊る邑友タイム邑久高校生徒と一緒に踊る邑友タイム

に必要な

会の大き

撮影者　まごのて村デイサービスさん  
撮影場所　まごのて村菜園　撮影日　６月８日   
題名　うちの村の初きゅうり
コメント　まごのて村の菜園にて、初収穫の
きゅうり！トゲトゲの部分から葉っぱがでて、
びっくりです！！

市民ギャラリー
　

て

▼山本敏子さん

▲久本晃子さん
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